
 

 

 

時期 ○ 全学年を対象に年６回（４月、１０月、１１月、１２月、１月、３月） 

○ ４月と３月に関しては、校外遠足の日に実施 
食育の視点 ○ 食品を選択する能力 

○ 感謝の心 

取組内容 

１ 事前指導 

○ 前日、当日の給食時間を活用して、放送でお弁当作りについての呼びかけをおこなった。（栄養士） 

○ 給食だよりを活用して、３つのコースを紹介し、自己決定する。（帰りの会等） 

３つのコース： 

 

 

○ ２年生は、「弁当の日」に親子ふれあい活動を位置付け、親子でお弁当のおかず２品（卵料理、ウインナーを 

焼く）をつくり、お弁当につめる活動をおこなった。その際、生活科で育てている野菜も活用した。 

〇 支援学級では、お弁当作り計画の学習を仕組む。（絵図、材料、決めた１品を作る、家の方のコメント） 

２ 職員間での連携 

○ 年度当初の職員会議等で年間のスケジュール・取組内容等を確認。 

○ 弁当の日掲示コーナーや給食だよりでお弁当を紹介できるように、各学級で写真を撮って保存。 

３ 家庭等との連携 

○ 給食だよりを配布し、「弁当の日」のねらいや取組内容、給食献立に出てくるおかずレシピ等を紹介した。 

○ 各学級の通信でお弁当作りへの協力のお願いをした。 

４ 広報 

○ 「弁当の日」に向けて、校内掲示物に「お弁当の写真」・「お弁当作りの本」等について紹介し参考になるようにした。 

成果 ○ 「弁当の日」の取組を通して、食事を作る人への感謝の心を育んだり、食に関する興味・関心を高めたりすることができた。  

○ 給食だよりのレシピや図書館のお弁当作りの本を参考におかず作りに挑戦するなど、意欲的に取組む姿が見られた。 
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親子ふれあい活動 

【初級コース】 
１ 一緒に買い物にいこう。 
  お弁当をつつもう。 
２ お弁当箱を洗おう 

【中級コース】 
１ おかずをつめよう。 
  おにぎりを作ろう。 
２ おかずを１つ作ろう。 

【上級コース】 
１ おかずを２つ以上作ろう。 
   
２ お弁当を全部作ろう。 

掲示コーナー 
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